
瀬戸内海環境保全特別措置法に

基づ く事前評価 に関す る書面

令和 8年 3月  12日

申請者の住所及び氏名 (法人にあつては所在地、名称、代表者名)
山口県周南市福川南町 1番 1号
保土谷化学工業株式会社南陽工場
執行役員工場長 肥沼 尚俊
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1.許 可 申 請 の 概 要

(1)工 場 の 概 要

工 場 又 は
事 業 場 の
名    称

保土谷化学工業株式会社南陽工場・分工場

所  在  地 山口県周南市開成町4530番地

業 種

化学工業
従 業 員 数

16名

主 要 製 品名
クロル炭酸エステル類

特 定 施 設

(番号 。名称・

基数 )

46-イ
46-イ
46-こ二

46-ご二

46-ご二

HC1/1019
HC1/1020
HC5/1001
HC1/1003
1 盗暴要諸浄施設
1 擁券貧洗浄施設/1020

排  水  量 通  常 12σだ/日 最 大 120ポ /日

排 水 量及 び

負  荷  量

の  増  減

排水量および負荷量の増減はなし

排 水 処 理

施 設 の種 類

及  び  数

活性汚泥処理施設 (HC7/1007) 1基

-2-



(2)特定施設の設置ヽ姿異■の理由及び概要
排ガスの処理を目的 とした既存設備の改造を します。

当該設備は、水質汚濁防止法第二条第二項令別表第 1※ の特定施設 「46の 二」に

該当する為、特定施設の申請をします。

・HC1/1003 (水洗塔 )

塩化水素ガスおよびホスゲンガスの排ガス処理設備

飽和塩酸を循環 し、排ガス処理を実施。

処理液 (飽和塩酸廃液)は 、 1回 /月 の頻度で産廃処理業者ヘロー リーで運搬 し

産廃処理を行います。そのため、海域への排出はあ りません。

・HC5/1020 (排ガス洗浄塔 )

塩化水素ガスおよびホスゲンガス非含有の排ガス処理設備

8%苛性を循環 し、排ガス処理を実施。

処理液 (8%苛性)は 、既設の活性汚泥処理施設 (HC7/1007)へ 1回 /月 の頻度で

送液 し、処理後、東 ソー爛南陽事業所 ウレタン第一製造部の総合中和処理

施設 (N10中 和槽 )へ送液 し、その後、海域へ排出 します。

既設の活性汚泥処理設備の能力内での処理のため、各水質値に変更はあ りません。

(3)排水口における排出水の汚染状態及び量が減少 (変わらず)の場合は理由

・特定施設を設置するにあたり、既存の施設を使用 します。
HC5/1020(排ガス洗浄塔)よ り、廃水が 0,05ぜ /日 増加 しますが、他での工程廃水を 0.05だ
/日 減らす為、分工場より排出する排水量に変更はありません。
また、HC5/1020の廃水は活性汚泥処理施設 (HC7/1007)で 処理をしますので、
負荷量も同様に変更はありません。

HC/1003(水洗塔)で、使用した廃液は産業廃棄物として、産業廃棄物処分業者で処分します。
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2.施 行規則第 4条第 1項の既定に関する事項
(1)工場又は事業場からの排水経路並びに工場又は事業場の排水日の位置及び数

ア 排水日の位置   添付図

イ 排水口の数

ウ 排水系統及び水系図の略図

図のとおり

1カ所 (南側排水日)

「ア」および「イ」に関しましては、 【第7図】参照してください

「ウ」に関しましては、 【第8図】参照してください

(2)工場又は事業場の排水回の周辺の公共用水域について定められている水質汚濁に係る環境基

準その他水質汚濁に係る環境保全上の日標に関する事項

ア 水質汚濁に係る環境基準

(ア)人 の健康に係る環境基準

備考 1基 準値は年間平均値とする。ただし、全シアンに係る基準値については、最高値とする。
2 「検出されないこと」とは、定められた方法により測定した場合において、その結果が当該方法の定量限界を下回
ることをいう。

3 海域については、ふつ素及びほう素の基準は適用しない。

項 目
カト ミワム 全 シア ン 鉛 六 価

クロム
れ比 系 総 水 銀 アルキル

水 銀
1'Cとう

ジクロロ
メ タ ン

丞
準
値
ng/E
以下

棋 出 さ

れない
こ と

mg/2
以下
mg/2
以下

く),()1

mg/2
以下
mg/2
以下

イ焚出 さ
れない
こと

棋 出 さ
れない
こと

().OZ

mg///つ

以下

項 目 畏
塩
筆 L?名潔

1れ
≠,チ 狙胡 トル:とルトル:盈ル トリク

ロ,
エチレン

テトラクロロ
エチレン 洗,τ瀑今

基
準
値

0.002
mg/2
以下

0.004
mg/2
以下

0.1
mg/2
以下

0.04
mg/2
以下

1

mg/2
以下

0,006
mg/2
以下

0.01
mg/2
以下

0,01
mg/2
以下

0,002
mg//E
以下

項 目
ナ ワフム シマジン

(CAT)

ナオヘ ンカル
ア
゛
(へ

゛
ン

チオカーフ
S)

ベ ンゼ ン セ レ ン 1胃馘性笙索
波び
亜硝酸性窒末

か つ素 は つ素

ジ鞘手ン
丞
準
値

0.006
mg/2
以下

t,.U(,3

mg//つ

以 下

mg/2
以下
ng/2
以下

皿g/2
以下

1()

mg/2
以下
mg/2
以下
mg/2
以下

く,.υ b
mg//2
以下
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排 出 先 の 河 川 ・ 海 域 名
徳山湾

環 境 基 準 点
TD-16

環 境 基 準 類 型
C2

基

準

値

水 素 イ オ ン 濃 度 (PH)

7.0以 上

8.3以下

生物化学的酸素要求量 (BOD)mg/2

化 学 的 酸 素 要 求 量 (COD)mg/2
8以下

浮 遊 物 質 量 (SS)mg/2

溶 存 酸 素 量 (DO)m日/2 2以上

大  腸  菌  数 CFU/100m2

n一ヘキサン抽出物質量   mg/2

全   窒   素 皿g/2 0,3以下

全 燐 mg/2 0.03以下

(イ)生 活環境に係る環境基準

イ その他の水質汚濁に係る環境保全上の目標
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排 水 口

番号又は

名  称 項 目

現 状 設  置 (変更)後 負荷量の

増  減通 常 最 大 ※負荷量 通 常 最 大 ※負荷量

保土谷化学工

業株式会社

南陽工場・

分工場

(HC6/1022)

※クー リング

タワー

排水量 ボ/日 120 120 120 120 増減なし

水素イオン濃度

(PH)
7.5 7～ 9 7.5 7～ 9 増減なし

生物化学的酸素

要求量 (BOD)
ー

ー
ー

ー

化学的酸素要求

量   (COD)
10 15 1.2 10 15 1.2 増減なし

浮 遊 物 質 量

( SS )

0.6 0.6 0,072 0.6 0.6 0,072 増減なし

全 窒  素
(T―N)

3 3 0。 36 3 3 0。 36 増減なし

全 燐

(T― P)

2.5 2.5 0。 3 2.5 2.5 0.3 増減なし

排水量 ♂/日

水素イオン濃度

(PH)

生物化学的酸素

要求量 (BOD)

化学的酸素要求

量   (COD)

浮 遊 物 質 量

( SS )

全 窒  素
(T―N)

全 燐

(T― P)

(3)工場又は事業場の各排水口における排出水の汚染状態の通常の値及び最大の値並びに当該排

出水の 1日 当たりの通常の量及び最大の量並びに当該排出水の汚濁負荷量

※ 負荷量 (kg/日 )=最 大排出量 (m3/日 )X通 常水質 (mg/2)× 10~3
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(4)周辺公共用水域の水質の現況及び排出水の排出に伴い予測される周辺公共用水域の水質の変
化の程度
ア 海

採水機関名 山口県 分析機関名 山口県

測 定 点 名 徳山湾 TD-16 (令和 6年度 )

採水年月 日及び時間

項 目

区分

湘且(り pH COD

(mg/E)

SS

(mg/E)

T一 N

(mg/2)

T一 P

(mg/2)

DO

(mg/2)

第 1回
年 月

時

日

分
干満の別 :

水

質

の

現

況

表 層

中 層

平 均
18.7 8.1 1.8 0.31 0,038 8.9

第 2回
年  月  日

時  分
干満の別

表 層

中 層

平 均

第 3回
年

干満の別

月
時
日

分

表 層

中 層

平 均

総 平 均

将 来 水 質

測 定 点 名

採水年月 日及 び時間 区分
項 目 湘盈(9 pH

COD
(皿g/2)

SS
(mg/2)

T一 N
(mg/2)

T一 P
(mg/2)

DO
(mg/2)

第 1回
年 月

時

日

分

干満の別 :

水

質

の

現

況

表 層

中 層

平 均

第 2回
年  月  日

時   分
干満の別

表 層

中 層

平 均

第 3回
年

干満の別

堀
時
日

分

表 層

中 層

平 均

総 平 均

将 来 水 質
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定 点 名鴻↓
年 月 日及び時間 項 目

区分 湘盈(り pH
COD
(mg/2) (

SS
mg/2)

T一 N
(mg/2)

T一 P
(mg/2)
DO
(mg/2)

表 層

中 層

第 1

干満の別 :

日

分

月
　
時

平 均

表 層

中 層

第 2回

干満の別

日

時

年  月

平 均

表 層

況

水
　
　
質
　
　
の
　
　
現

坤 層

第 3回
年

干満の別

月
時
日
分

鵠
＼

総 平 均

将 来 水 質 ＼

採 水 機 関名 分析機 関名

赤初滲沢l危点名
項 目

区分 日時
pH BOD
(ng/2)

SS
(mg/2)

T一N
(mg/2)

T一 P
(mg/2) (島品)

DO
(ng/2)

＼

＼
月

　

　

日 ＼

平  均
＼

将 来 水 質

＼
＼

月

　

　

日 ＼
平 均 ＼

将 来 水 質

＼

＼

＼
＼

月

　

　

日 ＼

平  均 ＼
将 来 水 質 ＼

イ 河  川

-8



ウ その他当該水域に関する事項

(5)影響範囲及び予測の方法

ア 汚濁負荷量の増力Πの有無   ( 存  。 無 )

(ただし、汚濁負荷量の増加がない場合は、イ以下は省略する。

イ 排出水の公共用水域での影響範囲

添付第   図

ウ 予測の方法

ア)海 域

(1)新田式 (log(r2θ /2)=1,226 1og Q+0.086)か ら求めた周辺公共用水域の外縁

までの距離 (r)は、    mで す。

(注)θ =       (拡 散角度 )

Q=      ぜ/日 (最大」F水量 )
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(2) ヨーゼフ・ゼンドナー式(C=1-exp(― 1詣 (士 ―汁))}
から求めた希釈率 (C)は次のとおりです。

C(1 /3の地点 )=

C(2■ /3の地点 )=

r の地点 )=0

Qo=    ∬/日 (最大排水量 )

θ=       (拡 散角度 )

2m

m/日

(注 )

一一　

　

〓

ｐ

　
　
　
Ｘ m

2= (■ の距離 )

m(1/3、 2r/3の距離 )

の水質を予測すると、(3) St =Sl+ (So一 Sl)

(r/3の地点 )

S'(COD)

S'( SS )

S'(T一N)

S'(T― P)

(2r/3の地点 )

S'(COD)

S'( SS )

S'(T一N)

S'(T― P)

( r の地点 )

S'(COD)

S'(SS)

St(T一N)

S'(T一 P)

Cか

)=

+(

十 (

+(

+(

+(

+(

十 (

+(

十 (

+(

)=

)=

)=

)=

)=

)=

)=

)=

)=

)=+(
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イ)河 川

S'= SQ+ (So Qo― S♂ Q♂ ) から将来の水質を予測すると、Q+(Qo― Qば )

)

(BOD)=

St(

St( SS

S'(T一 P)=

一一　　　　　　　　　　　　　　　一一

一一　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　一一

Si(T一N)=

地点名 (

地 ,点名 (

Si(COD)=

S'(SS)=

St(T一N)=

S'(T― P)三

OD(BS

)

S

S

(BOD

COD)

St(SS)=

一一　

　

　

〓

)

S'(1-N)=

一一　

　

　

一一　

　

　

〓

一一　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　一一

‐
11‐

S.(T―P)=



その他当該特定施設の設置が環境に及ぼす影響についての事前評価に関して参考となるべき

項

-12-



靱 奮鰯 /

工場全体図

X00152-1 くS>

/

N

半

離
刑

跨
・

４
●

◇◇

Ｆ
Ｕ

ロ

○◇

【第7図】

―

碇

Ｏ

ｈ
＝

Ｈ

＝

Ｈ

＝

Ｈ

＝

＝

＝

Ｈ

＝

Ｈ

Ｈ

ＩＩ

Ｈ

Ｈ

り

ｎ
Ｈ

ｕ
　

　

　

　

ｎ

Ｉ‐

Ｈ

＝

＝

ｎ

＝

南排水口

需

――― 冷却水



【第8図】

排水系統及び水系図の略図

用水及び
排水の系統図

C-1

工水

A-6

吟  海域

保土谷化学工業 (株 )

南陽工場・分工場

工程廃水

(要処理廃水 )

46-ニ

(廃ガス洗浄施設 )
HC5/1001

冷却水系統

HC1/1019
46イ (水洗施設 )

46-ニ

(廃ガス洗浄施設 )
HC5/1020

46-ニ

(廃ガス洗浄施設 )
HC1/1003

産廃

46イ (水洗施設)
HC1/1020

A-4

活性汚泥処理施設
HC7/1007

東ソー僻南陽事業所

ウレタン第一製造部

生物処理施設

東ツー俯南陽事業所

ウレタン第一製造部

総合中和処理施設

(N10中 和槽 )

東ソーい南陽事業所

ウレタン第一製造部

南排水日


